
資料１

地域交通戦略の目標の

進捗状況について



地域交通戦略の目標の進捗状況について

○富山県地域交通戦略では、計画期間（R6年度～R10年度）で達成を目指す3つの目標を設定
○戦略の目標の最新年度の進捗状況は次のとおり
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県民一人当たりの地域交通利用回数 50回/年
    39.8回/年（R4年度）⇒  42.0回/年（R5年度）⇒ 43.7回/年（R6年度）

目標１

ガソリン車の台数 ▲20万台（H25年比）
▲74,981台（R4年度） ⇒  ▲86,929台（R5年度） ⇒  ▲99,321台（R6年度）

目標２

地域交通への満足度 1.25倍（R5年度比）

① 鉄道、路面電車、バス、タクシーなどを利用して、便利で使いやすい、安全

   快適に移動できると感じたことはありますか。

 1.00倍（R5年度） ⇒  1.07倍（R6年度）⇒  1.15倍（R7年度）

② 鉄道、路面電車、バス、タクシーなどを利用して、自分の住む地域や人との

   関わりあいができた、暮らしの中で生きがいをもてたと感じたことはありますか。

 1.00倍（R5年度） ⇒  0.97倍（R6年度）⇒  1.10倍（R7年度）

③ 鉄道、路面電車、バス、タクシーなどを利用して、お得に出かけることがで

   きた、健康や環境などにいいことができたと感じたことはありますか。

 1.00倍（R5年度） ⇒  1.10倍（R6年度）⇒  1.22倍（R7年度）

目標３



27,281 27,247 27,508 27,923 28,025 

21,670 23,014 24,618 25,781 26,486 

8,210 8,223 8,464 8,522 8,398 

6,352 
7,125 

8,046 
8,335 

8,815 

9,608 9,797 10,020 9,790 9,410 

6,962 

7,273 

7,728 
8,121 

8,257 

45,099 45,267 45,992 46,235 45,833 

34,984 

37,412 

40,392 
42,237 

43,558 

42.4 42.7 43.6 44.3 44.0 

33.8 
36.5 

39.8 
42.0 

43.7 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度

県
民
一
人
当
た
り
利
用
回
数
（
回
）

輸
送
人
員
（
千
人
）

鉄道 軌道 バス・デマンド交通 県民一人当たり利用回数

＜目標１＞県民一人当たりの地域交通利用回数（最新年度）

＜出典＞鉄道、軌道 …北陸信越運輸局提供データより（北陸新幹線、黒部峡谷鉄道を除く県内の鉄道、軌道の輸送人員）
バス・デマンド交通 …富山運輸支局提供データより（立山黒部貫光を除く県内の一般乗合旅客自動車運送事業、

自家用有償旅客運送（交通空白地有償運送）の輸送人員）
人口 …富山県人口移動調査結果（各年度10月１日時点）

〇県民一人当たりの地域交通の利用回数をR10年度までに年間50回へ引き上げることを目標に設定

〇最新年度は、前年度から1.7回増加し、年間の利用回数が43.7回となった。

50.0
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R10年度

前年度比＋1.7回

【主な要因】

・増便等による輸送力の強化
富山駅～高岡駅間の運行本数
R5:89本→R6:92本(＋3本)

・駅の機能強化（改札口の新設等）
呉羽駅乗車人員(1日あたり)
R5:1,586人→R6:1,671人(＋5.3%)
※あいの風全駅平均＋3.2％

・ネットワーク内の移動・交流創出
Maasの充実
「my route」のチケット販売枚数

R6：15,024枚(R5比＋6,486枚)
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＜目標２＞ガソリン車の台数（最新年度）
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○ガソリン車(※)の台数をR10年度までにH25年度比で20万台削減（30％減）することを目標に設定

(※) 電動車（電気自動車、燃料電池車、プラグインハイブリッド車、ハイブリッド車）以外の車

○最新年度は、前年度から12,392台削減し、H25年度比で99,321台の削減（15.0％減）となった。

＜出典＞（一財）自動車検査登録情報協会「自動車保有車両数（月報）」 ※Ｎ年度の台数は年度当初（Ｎ年３月末）の台数

▲20万台
(▲30％)

R10年度前年度比12,392台
(▲1 . 9ポイント)削減

(▲15.0％) 【主な要因】

燃費改善技術の進展や環境整備
○自動車メーカーの電動化シフトと、
ハイブリッド車、電気自動車など電
動車への買替え
※電動車の販売数の割合（R6年）

57.5％（対前年比＋7.2％）
○充電インフラの整備
※全国のEV充電スタンド数

R6年度末で約25,000拠点
（R6年度中に約4,300拠点増）



＜目標３＞地域交通への満足度 設問①（最新年度）

はい、どちらかと言えばはい
４８．６％

R10年度
R5年度の1.25倍

① 鉄道、路面電車、バス、タクシーなどを利用して、便利で使いやすい、安全快適

に移動できると感じたことはありますか。

はい、どちらかと言えばはい
４１.８％R6年度

いいえ、どちらかと言えばいいえ、
利用しないのでわからない、無回答

はい、どちらかと言えばはい
３８.９％R5年度

○ 最新の県政世論調査の結果では、地域交通を利用して「便利で使いやすい、安全快適に移動でき
る」と感じたことがあると回答した人は44.7 ％（最新年度） と、38.9 ％（R5年度）から5.8 ポイ
ント、41.8 ％（前年度）から2.9ポイント上昇した。

＜出典＞富山県広報課「令和７年度県政世論調査結果（速報値）概要について」（令和7年11月12日公表） 5

R5年度比1.25倍の上昇を目指す

＋5.8ポイントUP（R5年度比 1.15倍）
＋2.9ポイントUP（前年度比 1.07倍）

はい、どちらかと言えばはい
４４.７％R7年度

【主な要因】・駅の機能強化（バリアフリー化、改札口や進入口の新設、駐輪場の新設 等）

・パターンダイヤや接続に配慮したダイヤの工夫、通勤・通学時間帯やイベントに合わせた増便

・住民の意見を踏まえたコミュニティバスのダイヤ、運行ルートの見直し



＜目標３＞地域交通への満足度 設問②（最新年度）

いいえ、どちらかと言えばいいえ、
利用しないのでわからない、無回答

はい、どちらかと言えばはい
１７.３％

② 鉄道、路面電車、バス、タクシーなどを利用して、自分の住む地域や人との関わ

りあいができた、暮らしの中で生きがいをもてたと感じたことはありますか。
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はい、どちらかと言えばはい
１６.８％R6年度

R5年度

はい、どちらかと言えばはい
２１.６％

R10年度
R5年度の1.25倍

○地域交通を利用して「自分の住む地域や人との関わりあいができた、暮らしの中で生きがいをも
てた」と感じたことがあると回答した人は 19.8 ％（最新年度） と、17.3 ％（R5年度）から
2.5 ポイント、 16.8 ％（前年度）から 3.0 ポイント上昇した。

R7年度

R5年度比1.25倍の上昇を目指す

はい、どちらかと言えばはい
１９.８％

＋2.5ポイントUP（R5年度比 1.10倍）
＋3.0ポイントUP（前年度比 1.18倍）

【主な要因】・自宅を発着地とするAIオンデマンド交通などの導入による利便性の向上、外出機会の増加

・車両を活用したイベントの実施（観光列車の運行、フォトウエディング等）

＜出典＞富山県広報課「令和７年度県政世論調査結果（速報値）概要について」（令和7年11月12日公表）



＜目標３＞地域交通への満足度 設問③（最新年度）
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③ 鉄道、路面電車、バス、タクシーなどを利用して、お得に出かけることができた、

健康や環境などにいいことができたと感じたことはありますか。

R10年度
R5年度の1.25倍

はい、どちらかと言えばはい
２８.８％

○地域交通を利用して「お得に出かけることができた、健康や環境などにいいことができた」と感
じたことがあると回答した人は、28.1 ％（最新年度）と、23.0 ％（R5年度）から 5.1 ポイント、
25.4 ％（前年度）から 2.7 ポイント上昇した。

R6年度 はい、どちらかと言えばはい
２５.４％

R5年度
いいえ、どちらかと言えばいいえ、
利用しないのでわからない、無回答

はい、どちらかと言えばはい
２３.０％

R5年度比1.25倍の上昇を目指す

R7年度
はい、どちらかと言えばはい

２８.１％

＋5.1ポイントUP（R5年度比 1.22倍）
＋3.0ポイントUP（前年度比 1.11倍）

【主な要因】・「my route」をはじめとするMaaSアプリやデジタルチケット等の企画乗車券の充実

・「電車・バスで行こう！キャンペーン」や「親子でおでかけ事業」の積極的な周知、各交通事業者による沿線のイベントと
タイアップした企画きっぷの造成

＜出典＞富山県広報課「令和７年度県政世論調査結果（速報値）概要について」（令和7年11月12日公表）
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